
〈 光村の国語 〉
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学びのカギ
課題解決のための国語力を。

未来を開く



光
村
図
書
の「
国
語
」に
は
、

課
題
解
決
の「
カ
ギ
カ
ギ
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
国
語
力
」
と
は
、

「
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め
の
言
葉
の
力
」
だ
と
、
光
村
図
書
は
考
え
ま
す
。

人
生
を
歩
む
う
え
で
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、
言
葉
を
使
っ
て
解
決
し
、
未
来
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い
。

光
村
図
書
か
ら
、「
学
び
の
カ
ギ
」
の
提
案
で
す
。

課題に取り組む
ときに、カギが
役立つんだ

「学びのカギ」一覧
学びの地図
（Q Rコンテンツ） 

学びのカギ
資質・能力

学びへの扉
課題

活用

資
質
・
能
力
の
蓄
積

想起・活用

実
生
活
・
将
来
に
つ
な
が
る
！

未
来
を
切
り
開
く
、
課
題
解
決
能
力
を

前に学習したカギを
活用して考えてみよう

課題解決能力
の育成

どうすれば
課題を解決
できるかな

課
題
解
決
能
力
を
育
む
仕
組
み

カギを集めて
使いこなそう

3 2



137 136筋道を立てて ● 「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ

振
り
返
る

言の
葉ポケット

文章の構成と内容を捉えよう。
①�次の内容がどの段落に述べられているか、考えながら読もう。

　㋐�筆者が立てた仮説

　㋑�仮説の検証１（一つ目の実験とその結果）

　㋒�仮説の検証２（二つ目の実験とその結果）

　㋓�結論

②�㋐が書かれている段落を読み、筆者が、どのような事実�

を基に、どのような仮説を立てたかを簡潔にまとめよう。

1

文章の構成や展開の効果を、根拠を明確にして考えよう。
①�検証１と２について、次の観点で読み取り、表にまとめよう。

　㋐�検証の目的　 ㋑�検証の方法（○○して、□□ならば、……。）

　㋒�実験・観察の手順　　㋓�結果　　㋔�結果に対する解釈・考察

②�なぜ「仮説の検証２」を行う必要があったのかを考えよう。

③この文章の構成や展開の効果を根拠を明確にしてまとめよう。

2

文章を読んで、考えたことを話し合おう。
筆者の検証方法や結論には説得力があるかどうか、話し合おう。

3

知る	 �この文章で示された事実は、筆者の意見とどのような関係にあるか。

読む	 �この文章の構成や展開には、どんな効果があったか。� �
➡「○○を根拠とすることで」という言葉を使って述べてみよう。

つなぐ	 �仮説を検証する形で自分の意見を述べることの効果を挙げてみよう。

学びへの扉

見
通
し
を
も
つ

文章の構成や展開の効果を考え、根拠を明確にしてまとめよう。［学習活動］

目
標
⃝筆者の意見とそれを支える根拠との関係を理解する。（知る）
⃝文章の構成や展開の効果について、根拠を明確にして考える。（読む）

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

　次に挙げた言葉の意味や使い方の違いを考えよう。
　①�仮説・仮定・予想
　②�検証・証明・裏づけ

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　意
見
と
根
拠

138
ページ

そ
の
事
実
は
、
意
見
を
支
え
て
い
る
か
。

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観
的

な
事
実
を
根
拠
と
し
て
意
見
を
主
張
し
た
り
、

仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な
事
実
を
基

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か
を

判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の
解
釈

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が
な
い
か

を
検
討
す
る
と
よ
い
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

仮
説
　あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
仮
に
立

て
る
説
。

検
証
　実
験
・
観
察
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
事
実
と

照
合
し
、
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

　文章の構成や展開の効果
について考えるために、
まず何をすればいいだろう。

137ページ

構成や展開の効果
185ページ

目的に応じた要約
51ページ
文章の構成

45ページ
段落の役割

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

学びの
カギ

【
文
章
の
展
開
の
例
】

意見 事実

【
検
討
す
る
こ
と
】
➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は
な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に
結
び
付
く
か
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

…
…
異
な
る
し
ぐ
さ
を
示
し
ま
し
た
。

…
…
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
…
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

…
…
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
…
…
と
解
釈
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
…
…
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

実
験
や
観
察
の

結
果

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

言
語
活
動
を
焦
点
化
し
、
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
見
え
る
化
」
し
ま
し
た
。

「
国
語
力
」（
資
質
・
能
力
）
を
着
実
に
身
に
つ
け
、
実
生
活
に
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
を
提
案
し
ま
す
。

ゆ
る
ぎ
な
い「
国
語
力
」を
育
む
、
新
し
い
学
習
の
手
引
き

学習の流れ資質・能力（学習のポイント）

　

資
質
・
能
力
（「
学
び
の
カ
ギ
」）
を
使
っ
て
、

課
題
（「
学
び
へ
の
扉
」）
を
解
決
す
る
。
集
め

た
「
カ
ギ
」
を
必
要
に
応
じ
て
取
り
出
し
、
活

用
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
実
生
活

に
生
き
る
課
題
解
決
能
力
を
育
み
ま
す
。

　
「
話
す
・
聞
く
」「
書
く
」「
読
む
」
の
三
領
域

を
通
し
て
、
学
習
の
流
れ
と
「
学
び
の
カ
ギ
」

の
構
成
は
共
通
。
領
域
を
超
え
て
、
学
び
の
系

統
や
つ
な
が
り
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
年
第
５
単
元
「
意
見
と
根
拠
」
の
系
統

習
得
し
た
力
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
を
領
域
を
超
え

て
活
用
す
る
こ
と
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
で
、
日

常
に
生
き
る
力
と
し
て
定
着
さ
せ
ま
す
。

例
133 論理を捉えて ● 適切な根拠を選んで書こう

133ページ

根拠・構成
55ページ
情報整理

225ページ
表現の効果

110ページ
表現の工夫

233ページ
学びの価値づけ

学びの
カギ

適
切
な
根
拠
を
選
び
、
構
成
を
工
夫
す
る

⃝
�

適
切
な
根
拠
を
選
び
、「
理
由
づ
け
」
を
合
わ
せ
て
示

す
こ
と
で
、
意
見
の
説
得
力
が
高
ま
る
。

　・�

正
確
で
客
観
的
な
事
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
。

　・�

根
拠
と
意
見
を
無
理
な
く
結
び
付
け
る
「
理
由
づ

け
」 

が
示
せ
る
か
。

　・
根
拠
と
理
由
づ
け
を
複
数
示
せ
る
か
。

⃝
�

意
見
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
構
成
を
工
夫
す
る
。

　・�

ま
ず
、
文
章
の
構
成
（
序
論
ー
本
論
ー
結
論
、「
頭

括
型
」「
尾
括
型
」「
双
括
型
」
な
ど
）
を
決
め
る
。

　・�

意
見
、
根
拠
、
理
由
づ
け
、
想
定
さ
れ
る
反
論
と

そ
れ
に
対
す
る
意
見
な
ど
の
要
素
を
、
ど
の
順
序

で
述
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

　・�

段
落
相
互
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
接
続

詞
や
順
序
を
表
す
言
葉
な
ど
を
活
用
す
る
。

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　根
拠
の
吟
味

130
ページ

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

280
ページ

　ど
う
し
た
ら
説
得
力
の
あ
る

意
見
文
に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ん

な
根
拠
が
あ
る
と
よ
い
か
な
。

課題 若者の投票率を上げるには、どうすればよいか。

【
構
成
の
例（
双
括
型
）】

意見
中学校の授業で、模擬選挙を行うべきだ。

根拠１

理由づけ

若者の意識調査（総務省）の結果
・関心の低さ
・選挙の意義への理解不足

根拠２

理由づけ

　○
○
に
つ
い
て
、
私
は
…
…
と

考
え
る
。

意
見

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、

…
…
と
考
え
る
。

意
見

　第
一
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
１

　第
二
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
２

　こ
れ
に
対
し
て
、
…
…
と
い
う

考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

…
…
。

反
論

………………………
………………………

…………………………………
…………………………………

　模擬選挙を行うことで、
選挙の意義を知り、関心
を高めることができる。

P133 「適切な根拠を選んで書こう」
「 適切な根拠を選び、構成を工夫する」

129 論理を捉えて ● モアイは語る

言の
葉ポケット

　環境問題を論じるときに使われる漢語を本文中から探し、短文を
作ってみよう。（例「資源」「破壊」「消滅」など）

【論理の展開を吟味する観点】

そ
の
根
拠
に
、
疑
う
余
地
は
な
い
か
。

⃝
�

論
理
の
展
開
と
は
、
意
見
や
主
張
を
導
く
た

め
の
、
筋
道
の
通
っ
た
考
え
の
進
め
方
の
こ

と
で
あ
る
。

⃝
�

論
説
を
読
む
と
き
に
は
、
筆
者
の
意
見
と
そ

れ
を
支
え
る
根
拠
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

⃝
�

そ
の
う
え
で
、
示
さ
れ
た
根
拠
の
正
確
性
や

客
観
性
、
根
拠
と
意
見
の
結
び
付
き
（「
理
由

づ
け
」）�

な
ど
を
吟
味
し
、
信
頼
性
を
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

論
理
　考
え
を
進
め
て
い
く
筋
道
や
、
思
考
の
組

み
立
て
の
こ
と
。

129ページ

論理の展開の吟味
51ページ
文章と図表

179ページ
文章の比較

論
理
の
展
開
を
吟
味
す
る

学びの
カギ

ポリネシア人

化石人骨の分析
栽培植物の分析

筆者の意見を
裏づける根拠
として適切か。

根拠を意見と結び付ける 
「理由づけ」に無理はないか。

問い① モアイを作ったのは誰か

イースター島の（このような）運命は、
私たちにも無縁なことではない。

問い②�モアイをどうやって……

答え①

イースター島で起きた出来事

地球の未来

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　根
拠
の
吟
味

130
ページ

意見

理由づけ

根拠

意見（結論）

根拠（本論）

吟味

吟味

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

P129 「モアイは語る」
「 論理の展開を吟味する」

書く 読む

思
考
の
レ
ッ
ス
ン

1年 P278「『学びのカギ』一覧　説明的な文章を読むために」

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

の
三
観
点
で
振
り
返
り
が
で
き
る
！

1年 P136「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」手引き

言
語
活
動
を
焦
点
化

実
生
活
・
将
来
に
つ
な
が
る
！

未
来
を
切
り
開
く
、
課
題
解
決
能
力
を

51 新しい視点で ● ちょっと立ち止まって

言の
葉ポケット

　本文から「見る」ことに関する言葉や慣用句を抜き出し、注目の度
合いや、見る時間の長さの順に整理してみよう。

【
文
章
の
構
成
の
例
】

文
章
全
体
を
見
わ
た
し
、
大
き
く
つ
か
む
。

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
か
を
と
ら
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要
旨
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
典
型
的
な
構

成
の
型
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　初
め
・
中
・
終
わ
り

　
　
　序
論
・
本
論
・
結
論

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起な

ど

ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述

べ
る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

序論本論結論

51ページ

文章の構成
185ページ

目的に応じた要約
137ページ

構成や展開の効果
45ページ
段落の役割

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

学びの
カギ

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆
者
の
考
え
の
中
心
と

な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と
ま
り
に
表

れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

小中共通

「学びのカギ」一覧
学びの地図

（Q Rコンテンツ） 

学びのカギ
資質・能力

学びへの扉
課題

活用

資
質
・
能
力
の
蓄
積

想起・活用

課題解決能力
の育成

課題資質・能力

学
び
の
カ
ギ

課題

学
び
へ
の
扉

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

学
び
の
地
図

（
Q‌

R
コ
ン
テ
ン
ツ
）       

POINT 2 POINT 1

課
題
解
決
能
力
を
育
む
仕
組
み

領
域
を
超
え
て
つ
な
が
る
学
び

タブレットの
縦置きにも対応

279 278「学びのカギ」一覧 ● 説明的な文章を読むために

・・・5・・・ １
年
「
学
び
の
カ
ギ
」

１
年 

そ
の
他
の
観
点

捉
とら

える読み深める

・・・・・・5・・・・・・5・・・・10

読
む

学校図書館の月別貸し出し冊数
（月）

（冊）

200
150
100

0
50

4 5 6 7 8 9

250

1年
2年
3年

　こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。

説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧

学
び
の

地
図

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
典
型
的
な
構
成
の
型

を
踏ふ

ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　

�

初
め
・
中
・
終
わ
り�

序
論
・
本
論
・
結
論

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観

的
な
事
実
を
根こ
ん

拠き
ょ

と
し
て
意
見
を
主
張
し

た
り
、
仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な

事
実
を
基も
と

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か

を
判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の

解か
い

釈し
ゃ
く

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が

な
い
か
を
検
討
す
る
と
よ
い
。

⃝
�

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
適
切
な
要
約
の

し
か
た
を
考
え
、
必
要
な
情
報
を
選
ぶ
。

⃝
�

文
章
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
、
要
点
を

端た
ん

的て
き

に
ま
と
め
る
。
題
名
や
、
キ
ー
ワ
ー

ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
な
ど
を
重
視
す
る
。

⃝
�

要
約
を
す
る
と
、
文
章
の
要
点
や
、
筆
者

の
主
張
の
核か
く

が
明
確
に
な
る
。

⃝
�

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
文
章
の
内

容
や
構
成
、
中
心
と
な
る
部
分
が
捉
え
や

す
く
な
る
。

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起

な
ど

序論
具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

本論
ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述
べ

る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

結論

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

実
験
や
観
察
の

結
果

事実

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

意見
【
検
討
】

➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は

な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に

結
び
付
く
か
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

段
落
　文
章
を
内
容
別
に
分

け
た
ま
と
ま
り
。
改
行
し
一

字
下
げ
る
。

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆

者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と

ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

�

➡︎
要
約

仮
説

　あ
る
現
象
を
説
明
す

る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。

検
証
　実
験
・
観
察
な
ど
に

よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、

仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

要
約
　目
的
や
必
要
に
応
じ

て
文
章
の
内
容
を
短
く
ま
と

め
る
こ
と
。�

➡︎
要
旨

キ
ー
ワ
ー
ド
　
文
中
に
繰く

り

返
し
出
て
く
る
言
葉
。

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
　
段
落
の

中
心
と
な
る
文
。
段
落
の
最

初
か
最
後
に
あ
る
こ
と
が
多

い
。「
つ
ま
り
」「
以
上
の
こ

と
か
ら
」
な
ど
の
言
葉
も
手

が
か
り
に
な
る
。

【
段
落
の
役
割
の
例
】

��

・
導
入

・
話
題
提
示

・
問
い
・
答
え

・
理
由

・
例
示

・
ま
と
め

・
筆
者
の
主
張

51
ページ

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

137
ページ

45
ページ185

ページ

【
事
実
や
事
柄
を
正
確
に
伝
え
る
】

⃝
�

説
明
、
記
録
、
報
告

　な
ど

【
根
拠
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
】

⃝
�

意
見
文
、
論
説
、
評
論
、
批
評

　な
ど

⃝
�

特と
く

徴ち
ょ
う

的
な
数
値
…
最
大
値
や
最
小
値
、

あ
る
部
分
に
だ
け
見
ら
れ
る
数
値
な
ど
。

⃝
�

変
化
…
増
加
・
減
少
、
変
化
の
大
き
さ
、

変
化
の
し
か
た
な
ど
。

⃝
�

違ち
が

い
…
項こ
う

目も
く�

（
学
年
、
分
野
、�

月
な
ど
）
の
比ひ�

較か
く

に
よ
っ
て
見�

え
る
傾け
い

向こ
う

な
ど
。

⃝
�

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文

や
語
句
、
数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い

て
く
る
こ
と
。

⃝
�「

　」
な
ど
で
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

⃝
�

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、

補
足
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

文
章
の
種
類

図
表
の
読
み
取
り

引
用

145
ページ

2
ページ

82
ページ

要
約

要
約
の
目
的
・
相
手

分
量
（
文
字
数
）

必
要
な

情
報

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス

キ
ー
ワ
ー
ド

279 278「学びのカギ」一覧 ● 説明的な文章を読むために

・・・5・・・ １
年
「
学
び
の
カ
ギ
」

１
年 

そ
の
他
の
観
点

捉
とら

える読み深める

・・・・・・5・・・・・・5・・・・10

読
む

学校図書館の月別貸し出し冊数
（月）

（冊）

200
150
100

0
50

4 5 6 7 8 9

250

1年
2年
3年

　こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。

説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
び
の
カ
ギ
」
一
覧

学
び
の

地
図

⃝
�

文
章
全
体
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
か
を
捉
え
る
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
典
型
的
な
構
成
の
型

を
踏ふ

ま
え
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　例

　

�

初
め
・
中
・
終
わ
り�

序
論
・
本
論
・
結
論

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観

的
な
事
実
を
根こ
ん

拠き
ょ

と
し
て
意
見
を
主
張
し

た
り
、
仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な

事
実
を
基も
と

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か

を
判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の

解か
い

釈し
ゃ
く

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が

な
い
か
を
検
討
す
る
と
よ
い
。

⃝
�

目
的
や
相
手
に
応
じ
て
、
適
切
な
要
約
の

し
か
た
を
考
え
、
必
要
な
情
報
を
選
ぶ
。

⃝
�

文
章
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
、
要
点
を

端た
ん

的て
き

に
ま
と
め
る
。
題
名
や
、
キ
ー
ワ
ー

ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
な
ど
を
重
視
す
る
。

⃝
�

要
約
を
す
る
と
、
文
章
の
要
点
や
、
筆
者

の
主
張
の
核か
く

が
明
確
に
な
る
。

⃝
�

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る
と
、
文
章
の
内

容
や
構
成
、
中
心
と
な
る
部
分
が
捉
え
や

す
く
な
る
。

導
入

話
題
提
示
・
問
題
提
起

な
ど

序論
具
体
的
な
説
明

・
事
例

・
理
由

・
仮
説
→
検
証�

な
ど

本論
ま
と
め

筆
者
の
主
張
（
序
論
で
述
べ

る
こ
と
も
あ
る
）�

な
ど

結論

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

実
験
や
観
察
の

結
果

事実

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

意見
【
検
討
】

➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は

な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に

結
び
付
く
か
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

段
落
　文
章
を
内
容
別
に
分

け
た
ま
と
ま
り
。
改
行
し
一

字
下
げ
る
。

要
旨

　文
章
の
内
容
や
、
筆

者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と

ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

�

➡︎
要
約

仮
説

　あ
る
現
象
を
説
明
す

る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。

検
証

　実
験
・
観
察
な
ど
に

よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、

仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

要
約
　目
的
や
必
要
に
応
じ

て
文
章
の
内
容
を
短
く
ま
と

め
る
こ
と
。�

➡︎
要
旨

キ
ー
ワ
ー
ド
　
文
中
に
繰く

り

返
し
出
て
く
る
言
葉
。

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
　
段
落
の

中
心
と
な
る
文
。
段
落
の
最

初
か
最
後
に
あ
る
こ
と
が
多

い
。「
つ
ま
り
」「
以
上
の
こ

と
か
ら
」
な
ど
の
言
葉
も
手

が
か
り
に
な
る
。

【
段
落
の
役
割
の
例
】

��

・
導
入

・
話
題
提
示

・
問
い
・
答
え

・
理
由

・
例
示

・
ま
と
め

・
筆
者
の
主
張

51
ページ

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

137
ページ

45
ページ185

ページ

【
事
実
や
事
柄
を
正
確
に
伝
え
る
】

⃝
�

説
明
、
記
録
、
報
告

　な
ど

【
根
拠
に
基
づ
き
意
見
を
述
べ
る
】

⃝
�

意
見
文
、
論
説
、
評
論
、
批
評

　な
ど

⃝
�

特と
く

徴ち
ょ
う

的
な
数
値
…
最
大
値
や
最
小
値
、

あ
る
部
分
に
だ
け
見
ら
れ
る
数
値
な
ど
。

⃝
�

変
化
…
増
加
・
減
少
、
変
化
の
大
き
さ
、

変
化
の
し
か
た
な
ど
。

⃝
�

違ち
が

い
…
項こ
う

目も
く�

（
学
年
、
分
野
、�

月
な
ど
）
の
比ひ�

較か
く

に
よ
っ
て
見�

え
る
傾け
い

向こ
う

な
ど
。

⃝
�

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文

や
語
句
、
数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い

て
く
る
こ
と
。

⃝
�「

　」
な
ど
で
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

⃝
�

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、

補
足
し
た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。

文
章
の
種
類

図
表
の
読
み
取
り

引
用

145
ページ

2
ページ

82
ページ

要
約

要
約
の
目
的
・
相
手

分
量
（
文
字
数
）

必
要
な

情
報

キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス

キ
ー
ワ
ー
ド

Ｐ
130 

「
根
拠
の
吟
味
」
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各
学
年
の
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
確
認
す
る
教
材
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」
を
見
取
り
、
一
年
間
で
身
に
つ
け
た
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
確
認
す
る「
国
語
の
力
試
し
」

　

自
己
採
点
を
す
る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
が
、「
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」「
課
題
は
何
か
」
を
把
握
。

自
ら
の
学
習
の
調
整
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
動
画
を
見
な
が
ら
解
け
る 

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
設
問

　

実
際
に
動
画
を
視
聴
し
な
が
ら
解
く
こ
と
で
、
聞
い
て
理

解
す
る
力
、
日
常
に
生
き
る
「
聴
解
力
」
の
育
成
を
目

ざ
し
ま
す
。タ

ブ
切
り
替
え
で
、

比
較
し
た
り
関
連
づ
け
た
り
で
き
る

　

上
部
の
タ
ブ
を
切
り
替
え
、
複
数
の
文
章
や
情
報
を
読

み
比
べ
た
り
関
連
づ
け
た
り
す
る
問
題
に
も
取
り
組
め
ま
す
。

記述問題の採点画面。
採点基準にチェックを入れると、
自動的に点数が計算されます。

POINT 1POINT 2

2

台本表示・総ルビ
表示にも対応！

P I S A 調査などの国際的な流れを受け、全国学力・
学習状況調査でも、令和7（2025）年以降、順次
C  B T※の導入が予定されています。
※Computer Based Testing コンピューターを使用した試験のこと。

国
語
の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
同
時
に
、

C  

B  

T
に
取
り
組
み
、
そ
の
解
答
形
式
に
慣
れ
る
練
習
を
！

令和 5年度 全国学力・学習状況調査
※ペーパー形式で実施されたものの一部。
（出典：国立教育政策研究所ウェブサイト）

※タブレット端末または PCでご利用ください。

1タブで
切り替えられる！

2025年～
全国学力・

学習状況調査も、
CBT形式に！

C‌
B‌

T
形
式
で
取
り
組
め
る
！

生
徒
自
身
が
採
点
す
る
か
ら
、

定
着
度
を
自
覚
で
き
る

C 

B 

T
な
ら
で
は
の

特
色
豊
か
な
出
題
形
式

フル掲載版短縮版1年 P262　「国語の力試し」

実際に
お試しに
なれます

教科書の問題
＋発展問題に、
CBT形式で
取り組める！

263 262国語の力試し

ありオン ふりがな　全画面　 なし身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組もう。
国語の力試し

読 む
もう一度 初めから解く　

発酵とは、どのような現象か。25字で抜き出そう。	
	 ［10 点］

1▶次の文章は、微生物の働きについて述べたものである。

　イースト菌や乳酸菌などの名を聞いたことがある人は多いだ
ろう。それらが微生物である。住居を汚したり、食べ物を腐ら
せたりするカビのように、人間の健康や生活に害を与える微生
物もいるが、いっぽうで、人間の生活に役立つ微生物も多い。
例えば、乳酸菌は、牛や羊のミルクを分解して乳酸を作り出す。
これによって、ミルクはヨーグルトに変化する。
　このように、微生物が物質を分解し、他の物質に変えて放出
する現象を発酵とよぶ。パンやしょうゆ、納豆、かつお節など、
多くの食品が発酵を利用して作られている。（中略）
　微生物のこうした働きは、地球環境を支えるうえでも大きな
役割を果たしている。秋、公園や庭にたまった落ち葉はいつの
まにか腐り、土に戻っているが、落ち葉を分解して土に変えた

263 国語の力試し

②		

　
　線部
の
よ
う
に
、
擬
人
法
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る
か
。「
擬
人

法
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
三
十
字
程
度
で
書
こ
う
。

▼
左
の
文
章
は
、
微
生
物
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ー
ス
ト
菌
や
乳
酸
菌
な
ど
の
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
ら
が
微
生
物
で
あ
る
。
住
居
を
汚
し
た
り
、
食
べ
物
を
腐
ら
せ
た
り
す
る
カ

ビ
の
よ
う
に
、
人
間
の
健
康
や
生
活
に
害
を
与
え
る
微
生
物
も
い
る
が
、
い
っ
ぽ

う
で
、
人
間
の
生
活
に
役
立
つ
微
生
物
も
多
い
。
例
え
ば
、
乳
酸
菌
は
、
牛
や
羊

の
ミ
ル
ク
を
分
解
し
て
乳
酸
を
作
り
出
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ミ
ル
ク
は
ヨ
ー
グ

ル
ト
に
変
化
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
微
生
物
が
物
質
を
分
解
し
、
他
の
物
質
に
変
え
て
放
出
す
る
現

象
を
発
酵
と
よ
ぶ
。
パ
ン
や
し
ょ
う
ゆ
、
納
豆
、
か
つ
お
節
な
ど
、
多
く
の
食
品

が
発
酵
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）

　
微
生
物
の
こ
う
し
た
働
き
は
、
地
球
環
境
を
支
え
る
う
え
で
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
秋
、
公
園
や
庭
に
た
ま
っ
た
落
ち
葉
は
い
つ
の
ま
に
か
腐
り
、

土
に
戻
っ
て
い
る
が
、
落
ち
葉
を
分
解
し
て
土
に
変
え
た
の
は
微
生
物
で
あ
る
。

植
物
だ
け
で
な
く
、
動
物
の
死し

骸が
い

や 

し
尿に

ょ
う

な
ど
、
微
生
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
質

を
分
解
し
、
土
に
変
え
る
。
も
し
、
微
生
物
が
い
な
け
れ
ば
、
地
球
は
落
ち
葉
や

動
物
の
死
骸
で
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
微
生
物
は
地
球
の
掃
除
を
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
大お

お

島し
ま

泰た
い

郎ろ
う

「
未
来
を
ひ
ら
く
微
生
物
」
か
ら
）

読 む

読
む
力

①			

発
酵
と
は
、
ど
の
よ
う
な
現
象
か
。
二
十
五
字
で
抜
き
出

そ
う
。

➡︎
文
章
の
中
心
的
な
部
分
を
捉
え
る
。

➡︎
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
考
え
る
。

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

45
ページ

表
現
の
効
果
を
考
え
る

227
ページ

264

話す
聞く

田
村

　

�

　
麓ふ

も
と

か
ら
山
頂
ま
で
ど
う
や
っ
て
行
く
か
、
地
図
を
見
な
が
ら
み
ん
な
で

考
え
よ
う
。

中
川

　
　
最
初
か
ら
最
後
ま
で
歩
く
こ
と
も
で
き
る
み
た
い
だ
ね
。

田
村

　
　
う
ん
。
山
頂
ま
で
歩
く
と
、
四
時
間
ぐ
ら
い
か
か
る
み
た
い
。

中
川

　

 

　
四
時
間
も
歩
く
の
は
、
か
な
り
厳
し
い
ね
。
麓
か
ら
中ち

ゅ
う

腹ふ
く

駅
ま
で
歩
く

の
は
ど
う
か
な
。

田
村

　
　
三
時
間
ぐ
ら
い
か
か
る
っ
て
書
い
て
あ
る
よ
。

中
川

　
　
ど
ち
ら
も
山
頂
で
ゆ
っ
く
り
す
る
時
間
が
な
く
な
り
そ
う
。

田
村

　

�

　
じ
ゃ
あ
、
山さ

ん

麓ろ
く

駅
か
ら
中
腹
駅
ま
で
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
に
乗
る
こ
と
に

し
よ
う
か
。

関

　
　

�

　
そ
う
し
よ
う
。
中
腹
駅
か
ら
先
は
、
歩
く
ル
ー
ト
と
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
乗
る
ル
ー
ト
が
あ
る
よ
。

中
川

　

�

　
歩
い
て
一
時
間
ぐ
ら
い
で
山
頂
に
着
く
み
た
い
だ
ね
。
で
も
、
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
に
も
乗
り
た
い
な
。
関
さ
ん
は
ど
う
思
う
？

関

　
　
　
今
回
の
山
登
り
は
、
自
然
観
察
も
目
的
の
一
つ
だ
よ
ね
。

中
川

　

�

　
そ
う
だ
っ
た
ね
。
じ
ゃ
あ
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
ね
。

田
村

　
　
わ
か
っ
た
。
じ
ゃ
あ
、
今
回
の
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
ね
。

▼
山
登
り
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
い
る
。

話
す
力
・
聞
く
力

　
じ
ゃ
あ
、
今
回
の
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
ね
。

②		

田
村
さ
ん
の
最
後
の
発
言
に
続
く
形
で
、
話
し
合
い
で
決

ま
っ
た
こ
と
を
書
こ
う
。

①			

話
し
合
い
を
進
め
る
た
め
に
、
関
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
発

言
を
し
て
い
る
か
。
次
の
う
ち
、
関
さ
ん
の
発
言
の
工
夫

に
当
て
は
ま
る
も
の
を
二
つ
選
ぼ
う
。

�

ル
ー
ト
の
選
択
肢し

を
、
他
の
人
に
示
し
て
い
る
。

�

歩
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
、
丁て

い

寧ね
い

に
説
明
し
て
い
る
。

�

徒
歩
の
場
合
の
所
要
時
間
を
確
か
め
て
い
る
。

�

目
的
に
合
っ
た
ル
ー
ト
と
な
る
よ
う
、
確
認
し
て
い
る
。

➡︎
話
題
や
展
開
を
捉
え
な
が
ら
話
し
合
う
。

➡︎
互
い
の
発
言
を
結
び
付
け
て
考
え
を
ま
と
め
る
。

話
題
や
展
開
を
捉
え
て
話
し
合
う

193
ページ

［
話
し
合
い（
進
行
）］進
め
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

189
ページ

265 国語の力試し

書く
▼	

ミ
ニ
運
動
会
の
実
行
委
員
が
、
小
学
校
六
年
生
に
向
け
て
、
案
内
状
を
作
成
し
て	

い
る
。

　今年も南中学校で南部地区ミニ運動会を行います。

　全員参加の綱
つな

引きや、学校対
たい

抗
こう

の玉入れなど、楽

しい競技がたくさんあります。ご多
た

忙
ぼう

とは存じます

が、ぜひご参加ください。

記

日時� 5 月 30 日（土）　10:00 〜 12:00

場所� �南中グラウンドで行います。雨のときは体

育館で行います。綱引きがあるので、全員

軍手を持ってきてください。雨のときは、

上
うわ

履
ば

きも必要です。

以上

南部地区ミニ運動会のお知らせ

中森小学校、玉田小学校

６年生の皆
みな

様
さま

南中学校ミニ運動会

実行委員会

○○年 5月11日

②		

で
囲
ま
れ
た
部
分
は
、
別
の
項
目
を
立
て
て
書
く
と
、

わ
か
り
や
す
く
な
る
と
い
う
助
言
を
も
ら
っ
た
。
ど
の
よ

う
に
書
け
ば
よ
い
か
、
表
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

①			

―
―
線
部
の
書
き
方
は
丁て
い

重ち
ょ
う

だ
が
、
想
定
さ
れ
た
読
み
手

に
は
伝
わ
り
に
く
い
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
読
み
手
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
書
き
換
え
よ
う
。

場
所

南
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

※

➡︎
読
み
手
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
書
き
方
に
整
え
る
。

➡︎
目
的
に
応
じ
て
情
報
を
整
理
し
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に

す
る
。

書
く
力

［
推す
い

敲こ
う

］
読
み
手
の
立
場
に
立
つ

118
ページ

必
要
な
情
報
を
明
確
に
伝
え
る

116
ページ

266国語の力試し

③		

②
で
選
ん
だ
表
現
技
法
を
用
い
て
、「
雲
」
を
他
の
も
の
に
た

と
え
、
一
文
で
書
こ
う
。

▼	

次
の
文
章
は
、「
竹た
け

取と
り

物
語
」
で
翁お
き
な

が
か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
た
場
面
で	

あ
る
。

▼	

次
の
詩
の
一
節
に
は
、
あ
る
表
現
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　翁
い
ふ
や
う
、「
我
、
朝
ご
と
夕
ご
と
に
見
る
竹
の
中
に
お

は
す
る
に
て
知
り
ぬ
。
子
に
な
り
た
ま
ふ
べ
き
人
な
め
り
。」

と
て
、
手
に
う
ち
入
れ
て
、
家
へ
持
ち
て
き
ぬ
。

⃝

①

⃝

②

⃝

③

［
意
味
］
翁
（
お
じ
い
さ
ん
）
が
言
う
に
は
、「
私
が
毎
朝
、
毎
晩
見
る

竹
の
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
ら
気
づ
い
た
の
だ
。（
私
の
）
子
に
な

ら
れ
る
は
ず
の
人
で
あ
る
よ
う
だ
。」
と
、（
か
ぐ
や
姫
を
）
ひ
ょ
い
と

手
の
中
に
入
れ
て
、
家
へ
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
。（「

竹
取
物
語
」
か
ら
）

私
の
上
に
降
る
雪
は

真
綿
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
た（

中な
か

原は
ら

中ち
ゅ
う

也や

「
生お

い
立
ち
の
歌
」
の
一
部
）

②		

―
―
線
部
の
表
現
技
法
は
何
か
。
次
の
中
か
ら
、
適
切
な
も
の

を
選
ぼ
う
。

�

直
喩

　
　�

隠
喩

　
　�

擬
人
法

①			

―
―
線
部
①
〜
③
を
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
、
全

て
平
仮
名
で
書
こ
う
。

①

②

③➡︎
音
読
に
必
要
な
文
語
の
決
ま
り
を
知
る
。

➡︎
表
現
技
法
を
理
解
し
て
使
う
。

古
典
の
言
葉

169
ページ

さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法

68
ページ

知識
・
技能

知
識
・
技
能

国
語
の
力
試
し

②		

　
　線
部
の
よ
う
に
、
擬
人
法
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る
か
。「
擬
人

法
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
三
十
字
程
度
で
書
こ
う
。

▼
左
の
文
章
は
、
微
生
物
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
、
問
題
に
取
り
組
も
う
。

　イ
ー
ス
ト
菌
や
乳
酸
菌
な
ど
の
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
ら
が
微
生
物
で
あ
る
。
住
居
を
汚
し
た
り
、
食
べ
物
を
腐
ら
せ
た
り
す
る
カ

ビ
の
よ
う
に
、
人
間
の
健
康
や
生
活
に
害
を
与
え
る
微
生
物
も
い
る
が
、
い
っ
ぽ

う
で
、
人
間
の
生
活
に
役
立
つ
微
生
物
も
多
い
。
例
え
ば
、
乳
酸
菌
は
、
牛
や
羊

の
ミ
ル
ク
を
分
解
し
て
乳
酸
を
作
り
出
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ミ
ル
ク
は
ヨ
ー
グ

ル
ト
に
変
化
す
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
微
生
物
が
物
質
を
分
解
し
、
他
の
物
質
に
変
え
て
放
出
す
る
現

象
を
発
酵
と
よ
ぶ
。
パ
ン
や
し
ょ
う
ゆ
、
納
豆
、
か
つ
お
節
な
ど
、
多
く
の
食
品

が
発
酵
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）

　微
生
物
の
こ
う
し
た
働
き
は
、
地
球
環
境
を
支
え
る
う
え
で
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
秋
、
公
園
や
庭
に
た
ま
っ
た
落
ち
葉
は
い
つ
の
ま
に
か
腐
り
、

土
に
戻
っ
て
い
る
が
、
落
ち
葉
を
分
解
し
て
土
に
変
え
た
の
は
微
生
物
で
あ
る
。

植
物
だ
け
で
な
く
、
動
物
の
死し

骸が
い

や 

し
尿に

ょ
う

な
ど
、
微
生
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
質

を
分
解
し
、
土
に
変
え
る
。
も
し
、
微
生
物
が
い
な
け
れ
ば
、
地
球
は
落
ち
葉
や

動
物
の
死
骸
で
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
微
生
物
は
地
球
の
掃
除
を
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
大お
お

島し
ま

泰た
い

郎ろ
う

「
未
来
を
ひ
ら
く
微
生
物
」
か
ら
）

読 む

読
む
力

①			

発
酵
と
は
、
ど
の
よ
う
な
現
象
か
。
二
十
五
字
で
抜
き
出

そ
う
。

➡︎
文
章
の
中
心
的
な
部
分
を
捉
え
る
。

➡︎
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
考
え
る
。

⃝
�

右
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
で 

問
題
に
取
り
組
も
う

⃝
�

解
答
表
示
や
自
己

採
点
の
機
能
を
使

い
、
身
に
つ
け
た

力
を
確
認
し
よ
う
。

⃝
�

時
間
が
あ
れ
ば
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
用

の
発
展
問
題
に
も

挑
戦
し
て
み
よ
う
。

　段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

45
ページ

表
現
の
効
果
を
考
え
る

227
ページ

読
む
力  

 

① 

②

話
す
力
・
聞
く
力  

 

① 

②

書
く
力  

 

① 

②

知
識
・
技
能  

 

① 

② 

③

問
題
の
構
成

分
40

時
間
の
目
安

　行
き
づ
ま
っ
た
と
き
に
は
、
教
科
書
の

該が
い

当と
う

ペ
ー
ジ
を
見
て
み
よ
う
。

そ
の
問
題
で
確
か
め
る
、 

資
質
・
能
力
を
示
し
て
い
る
。

➡︎
問
題
と
関
連
す
る「
学
び
の
カ
ギ
」
や
、

小
教
材
・
コ
ラ
ム
を
示
し
て
い
る
。

000
ページ

振
り
返
り
の
ヒ
ン
ト

動画を
視聴できる！
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137 136筋道を立てて ● 「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ

振
り
返
る

言の
葉ポケット

文章の構成と内容を捉えよう。
①�次の内容がどの段落に述べられているか、考えながら読もう。

　㋐�筆者が立てた仮説

　㋑�仮説の検証１（一つ目の実験とその結果）

　㋒�仮説の検証２（二つ目の実験とその結果）

　㋓�結論

②�㋐が書かれている段落を読み、筆者が、どのような事実�

を基に、どのような仮説を立てたかを簡潔にまとめよう。

1

文章の構成や展開の効果を、根拠を明確にして考えよう。
①�検証１と２について、次の観点で読み取り、表にまとめよう。

　㋐�検証の目的　 ㋑�検証の方法（○○して、□□ならば、……。）

　㋒�実験・観察の手順　　㋓�結果　　㋔�結果に対する解釈・考察

②�なぜ「仮説の検証２」を行う必要があったのかを考えよう。

③この文章の構成や展開の効果を根拠を明確にしてまとめよう。

2

文章を読んで、考えたことを話し合おう。
筆者の検証方法や結論には説得力があるかどうか、話し合おう。

3

知る	 �この文章で示された事実は、筆者の意見とどのような関係にあるか。

読む	 �この文章の構成や展開には、どんな効果があったか。� �
➡「○○を根拠とすることで」という言葉を使って述べてみよう。

つなぐ	 �仮説を検証する形で自分の意見を述べることの効果を挙げてみよう。

学びへの扉

見
通
し
を
も
つ

文章の構成や展開の効果を考え、根拠を明確にしてまとめよう。［学習活動］

目
標
⃝筆者の意見とそれを支える根拠との関係を理解する。（知る）
⃝文章の構成や展開の効果について、根拠を明確にして考える。（読む）

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

　次に挙げた言葉の意味や使い方の違いを考えよう。
　①�仮説・仮定・予想
　②�検証・証明・裏づけ

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１

　意
見
と
根
拠

138
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そ
の
事
実
は
、
意
見
を
支
え
て
い
る
か
。

⃝
�

意
見
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
筆
者
が
客
観
的

な
事
実
を
根
拠
と
し
て
意
見
を
主
張
し
た
り
、

仮
説
の
検
証
を
経
て
得
た
確
か
な
事
実
を
基

に
考
え
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

⃝
�

文
章
の
構
成
や
展
開
に
説
得
力
が
あ
る
か
を

判
断
す
る
に
は
、
根
拠
と
な
る
事
実
の
解
釈

や
、
意
見
と
の
結
び
付
き
に
問
題
が
な
い
か

を
検
討
す
る
と
よ
い
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

仮
説
　あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
仮
に
立

て
る
説
。

検
証
　実
験
・
観
察
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
事
実
と

照
合
し
、
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
。

　文章の構成や展開の効果
について考えるために、
まず何をすればいいだろう。

137ページ

構成や展開の効果
185ページ

目的に応じた要約
51ページ
文章の構成

45ページ
段落の役割

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

学びの
カギ

【
文
章
の
展
開
の
例
】

意見 事実

【
検
討
す
る
こ
と
】
➡︎
根
拠
と
な
る
事
実

・�

事
実
の
解
釈
に
無
理
は
な
い
か
。

・�

事
実
と
意
見
が
確
か
に
結
び
付
く
か
。

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

278
ページ

学
び
の

地
図

…
…
異
な
る
し
ぐ
さ
を
示
し
ま
し
た
。

…
…
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
…
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

…
…
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
…
…
と
解
釈
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
…
…
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

実
験
や
観
察
の

結
果

結
果
に
基
づ
く

解
釈
・
考
察

　学習のユニバーサルデザインは、全ての生徒にとっての学びやすさを追求します。
　「学びへの扉」と「学びのカギ」は、いわば、学びの「地図」のような存在です。
地図で自分の現在地や目的地を確認しながら歩くのと、ただ漠然と歩くのとでは、
効率はもちろん、経験の質が大きく違ってきます。学びの「地図」には、これから
行う学習の全体像とポイントが明確に示されていなければなりません。そこで、「国
語＝タテ書き」という固定観念にとらわれず、学習の全体像・手順は「ヨコ書き」、
ポイントは「タテ書き」にして機能分化を図りました。
　生徒の学びの質にこだわるこの姿勢が、「個別最適な学び」を実現する教科書作
りにつながっています。

1年 P136
「『言葉』をもつ鳥、シジュウカラ」手引き

学習の流れはヨコ書き学習のポイントはタテ書き

左右のページで
役割・機能を分割。

だから、
わかりやすい！

学習のユニバーサルデザインの観点から

内容解説資料

子どもたちの未来のために、光村図書は、教科書の作成にあたって、「環境」
「健康」「子どもの特性」に配慮しています。
●  原料や製法など、環境に配慮した紙を使用しました。
●  環境と健康にやさしい、エコマーク認定の植物油インキで印刷しました。
●  生徒の負担を軽減するため、堅牢で薄い紙を開発し、使用しています。
●  カラーユニバーサルデザインに関して、細心の注意を払いました。
●  生徒の学習負担を軽減するように配慮された書体を使用しました。
●  特別支援教育の視点から、専門家の入念な校閲を受けました。
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